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2.1.10 対策の設定 
 

具体的な対策を設定した事例の多くは、既定計画で位置付けられている施策を水循環の観

点で体系的に整理し、行政、住民、ＮＰＯ、企業等の役割分担とともに示しているが、一方、

長期的な視点から、一旦終了している事業や現時点では実施未定の事業も含めて、長期的に

考え得る全ての施策を明記している場合もある。 
関連施策を網羅的、体系的に示すマスタープランと、個々の施策に対して具体的に年次工

程や役割分担を含む実施計画を示すアクションプランとがあり、具体化の程度は計画の位置

付けにより異なっている。 
 
＜解説＞ 
 

(1) 計画に設定する施策を行政内で検討した事例 

港区水循環マスタープランの検討において、行政内部で水循環の観点から施策を抽出し、

実施主体や実現性を議論した際の事例を示します。 

 

 

図 2-11 対策案の抽出事例(港区水循環マスタープラン検討資料より引用) 
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図 2-12 対策案の実現性検討事例(港区水循環マスタープラン検討資料より引用) 

 

図 2-13 対策の設定事例(港区水循環マスタープランより引用) 


